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(57)【要約】
【課題】従来の常備灯は、家屋の損傷により、常備灯の
発光面が損傷物に覆われた場合、常備灯を認識すること
が難しい問題があり、電磁リレーや複雑な回路構成を有
するものは、衝撃により内部の回路を破損して、常備灯
として機能しない問題があった。
【解決手段】透明な樹脂を用いた防水の本体ハウジング
と裏蓋を用い、内部の発光回路は、二次電池と、ＭＯＳ
－ＦＥＴを用いた電子スイッチと、定電流ダイオードと
、抵抗器を用いた簡便な回路を実装したプリント基板と
、プリント基板の稜を、衝撃保護の為にシリコンゴムチ
ューブで支持し、照明用に発光ダイオードで構成された
、災害時の照明として信頼性を向上させた手段。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明なハウジングと裏蓋。
【請求項２】
請求項１の中心に設置した二次電池と充電回路と発光回路。
【請求項３】
請求項２の周りに配置した複数個の照明用ＬＥＤ。
【請求項４】
請求項３のＬＥＤを停電時に点灯させるＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ。
【請求項５】
請求項４のＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴを停電時にオンさせるための抵抗器。
【請求項６】
請求項５のＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴが停電時にオフを防ぐためのダイオード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は停電時に発光し、常時充電された防水の全方向照明に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の常備灯は、一方向に照らすものであり、電磁リレーや複雑な回路を有するものであ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
上述の常備灯では、家屋の損傷により、常備灯の発光面が損傷物に覆われた場合、常備灯
を認識することが難しい問題があった。
【０００４】
また、電磁リレーや複雑な回路構成を有するものは、衝撃により内部の回路を破損して、
常備灯として機能しない問題があった。
【０００５】
本発明は、このような従来の構成が有していた問題を解決しようとするものであり、点灯
用スイッチを半導体で構成することにより、耐衝撃性を向上させ、全方向に発光面を用い
ることで、災害時の視認性を向上させたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
そして本発明は上記目的を達成するために、透明な樹脂を用いた防水の本体ハウジングと
裏蓋を用い、内部の発光回路は、二次電池と、ＭＯＳ－ＦＥＴを用いた電子スイッチと、
定電流ダイオードと、抵抗器を実装したプリント基板と、プリント基板の稜を、衝撃保護
の為のシリコンゴムチューブで支持し、照明用に発光ダイオードで構成されたものである
。
【発明の効果】
【０００７】
上述したように、本体ハウジングは透明な樹脂を使用しているために、全方向から、視認
することができ、発光回路はＭＯＳ－ＦＥＴを用いた電子スイッチと定電流ダイオードと
抵抗器で構成されたプリント基板で構成されており、複数個の発光用ＬＥＤは独立して定
電流で駆動しているため、常備灯のＬＥＤが損傷し、ショート状態に陥っても、損傷のな
いＬＥＤの発光に影響を及ぼさないため、信頼性の高い常備灯を提供できる。
【０００８】
また、本発明は防水構造にしているため、水没しても常備灯として機能することができる
。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態を示す斜視図
【００１０】
【図２】本発明の回路図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、本発明の実施の形態を図１、図２に基づいて説明する。
【００１２】
図１においては、透明な樹脂を用いた本体ハウジング１と防水のシーリング２をした透明
な樹脂を用いた裏蓋３。
【００１３】
ハウジング中央に、二次電池５と二次電池５の充電回路と停電時にＬＥＤ４を発光させる
ための電子スイッチと、ＬＥＤ４の発光用に定電流ダイオードが実装されているプリント
基板６と、プリント基板６を衝撃から保護するためのシリコンゴムチューブ７でプリント
基板６の稜を保護し、それらを中心に、その回りに配置した、停電時に照明として発光さ
せる複数個のＬＥＤ４で構成される。
【００１４】
この二次電池５には充電回路が簡便にできるニッケルカドニウム電池、ニッケル水素電池
等が使用される。
【００１５】
二次電池５を充電するために、交流電源ＡＣはＡＣ／ＤＣアダプターに入力され、ＡＣ／
ＤＣアダプター内で直流にして本体ハウジングコネクター８に接続される。
【００１６】
本体ハウジングの入力コネクタ８は、本体ハウジング１の内部にて、防水のためにシリコ
ン樹脂等を使用して防水処理をされている。
【００１７】
本体ハウジング１に入力された直流電圧は、二次電池５の充電回路と停電時にＬＥＤ４を
発光させるための電子回路が実装されているプリント基板６に接続される。
【００１８】
図２においては、回路図を説明する。
【００１９】
二次電池５を充電するために、交流電源ＡＣはＡＣ／ＤＣアダプターのトランスＴ１の一
次巻線Ｐに入力され、その二次巻線Ｓから所定の電圧に変換されて出力され、整流器ＢＤ
にて整流された後、コンデンサＣ１にて平滑されて直流出力として、本体ハウジング１の
入力コネクタ８に接続される。勿論ＡＣ／ＤＣアダプターはトランスを用いたものに限ら
ず、スイッチング方式のＡＣ／ＤＣアダプターでも構わない。
【００２０】
入力コネクタ８から入力された電圧は、抵抗器９に接続され、抵抗器９はダイオード１０
のアノードに接続され、ダイオード１０のカソードは定電流ダイオード１１のアノードに
接続され、定電流ダイオード１１のカソードは直列接続された二次電池５の正極と、電子
スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソースに接続される。
【００２１】
ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲートはダイオード１０のアノードに接続され、Ｐチ
ャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のドレインは定電流ダイオード１３のアノードに接続され、
定電流ダイオード１３のカソードからＬＥＤ４のアノードに接続されており、ＬＥＤ４の
カソードから直列接続された二次電池５の負極に接続されている。
【００２２】
ＡＣ／ＤＣアダプターから電圧が供給されているときは、ダイオード１０と定電流ダイオ
ード１１から定電流で、二次電池５に常時充電されている。
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【００２３】
ＡＣ／ＤＣアダプターの出力電圧の正極側には、電子スイッチとして用いているＰチャン
ネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲートが接続されているため、充電時にはＰチャンネルＭＯＳ
－ＦＥＴ１２のゲート電位は、ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソース電位以上になり
、電子スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２はオフしてＬＥＤ４には
電流は流れない。
【００２４】
停電時にＡＣ／ＤＣアダプターから電流の供給が停止すると、抵抗器９がＡＣ／ＤＣアダ
プターの出力電圧を０Ｖになるように放電するため、ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２の
ゲート電位は０Ｖになり、直列接続された二次電池５の正極に接続されているＰチャンネ
ルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソース電位とは電位差を持つことにより、ＰチャンネルＭＯＳ－
ＦＥＴ１２はオンするので、二次電池５から電流がＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２を通
して、定電流ダイオード１３を流れ、定電流でＬＥＤ４を発光させる。
【００２５】
ダイオード１０は、停電時に二次電池５から電流が定電流ダイオード１１を通して抵抗器
９に接続されているＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲート電位が０Ｖから正の電位に
上昇してＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２がオフする事を防ぐ。
【符号の説明】
【００２６】
１　本体ハウジング
２　シーリング
３　裏蓋
４　ＬＥＤ
５　二次電池
６　プリント基板
７　シリコンチューブ
８　入力コネクタ
９　抵抗器
１０　ダイオード
１１　定電流ダイオード
１２　ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ
１３　定電流ダイオード
Ｔ１　トランス
Ｐ　　一次巻線
Ｓ　　二次巻線
ＢＤ　整流器
Ｃ１　コンデンサ
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【図１】

【図２】

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は停電時に発光する、防水されたハウジング内に常時充電された全方向照明に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
従来の常備灯は、一方向に照らすものであり、電磁リレーや複雑な回路を有するものであ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
上述の常備灯では、家屋の損傷により、常備灯の発光面が損傷物に覆われた場合、常備灯
を認識することが難しい問題があった。
【０００４】
また、電磁リレーや複雑な回路構成を有するものは、衝撃により内部の回路を破損して、
常備灯として機能しない問題があった。
【０００５】
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本発明は、このような従来の構成が有していた問題を解決しようとするものであり、点灯
用スイッチを半導体で構成することにより、耐衝撃性を向上させ、全方向に発光面を用い
ることで、災害時の視認性を向上させたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
そして本発明は上記目的を達成するために、透明な樹脂を用いた防水の本体ハウジングと
防水された裏蓋を用い、内部の発光回路は、二次電池と、ＭＯＳ－ＦＥＴを用いた電子ス
イッチと、定電流ダイオードと、抵抗器を実装したプリント基板と、プリント基板の稜を
、衝撃保護の為のシリコンゴムチューブで支持し、照明用に発光ダイオードで構成された
ものである。
【発明の効果】
【０００７】
上述したように、本体ハウジングは透明な樹脂を使用しているために、全方向から、視認
することができ、発光回路はＭＯＳ－ＦＥＴを用いた電子スイッチと定電流ダイオードと
抵抗器で構成されたプリント基板で構成されており、複数個の発光用ＬＥＤは独立して定
電流で駆動しているため、常備灯のＬＥＤが損傷し、ショート状態に陥っても、損傷のな
いＬＥＤの発光に影響を及ぼさないため、信頼性の高い常備灯を提供できる。
【０００８】
また、本発明は防水構造にしているため、水没しても常備灯として機能することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態を示す斜視図
【００１０】
【図２】本発明の回路図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、本発明の実施の形態を図１、図２に基づいて説明する。
【００１２】
図１においては、透明な樹脂を用いた本体ハウジング１と、防水のシーリング２をした透
明な樹脂を用いた裏蓋３で構成される。
【００１３】
ハウジング中央部に、二次電池５と二次電池５の充電回路と停電時にＬＥＤ４を発光させ
るための電子スイッチと、ＬＥＤ４の発光用に定電流ダイオードが実装されているプリン
ト基板６と、プリント基板６を衝撃から保護するためのシリコンゴムチューブ７でプリン
ト基板６の稜を保護し、それらを中心に、その回りに配置した、停電時に照明として発光
させる複数個のＬＥＤ４で構成される。
【００１４】
この二次電池５には充電回路が簡便にできるニッケルカドニウム電池、ニッケル水素電池
等が使用される。
【００１５】
二次電池５を充電するために、交流電源ＡＣはＡＣ／ＤＣアダプターに入力され、ＡＣ／
ＤＣアダプター内で直流に変換して、ハウジングの一部である裏蓋３の、入力コネクタ８
に接続される。
【００１６】
本体ハウジングの入力コネクタ８は、裏蓋３の内部にて、防水のためにシリコン樹脂等を
使用して防水処理をされている。
【００１７】
ハウジング中央部に入力された直流電圧は、二次電池５の充電回路と停電時にＬＥＤ４を
発光させるための電子回路が実装されているプリント基板６に接続される。
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【００１８】
図２においては、回路図を説明する。
【００１９】
二次電池５を充電するために、交流電源ＡＣはＡＣ／ＤＣアダプターのトランスＴ１の一
次巻線Ｐに入力され、その二次巻線Ｓから所定の電圧に変換されて出力され、整流器ＢＤ
にて整流された後、コンデンサＣ１にて平滑されて直流出力として、ハウジングの一部で
ある裏蓋３の入力コネクタ８に接続される。勿論ＡＣ／ＤＣアダプターはトランスを用い
たものに限らず、スイッチング方式のＡＣ／ＤＣアダプターでも構わない。
【００２０】
入力コネクタ８から入力された電圧は、抵抗器９に接続され、抵抗器９はダイオード１０
のアノードに接続され、ダイオード１０のカソードは定電流ダイオード１１のアノードに
接続され、定電流ダイオード１１のカソードは直列接続された二次電池５の正極と、電子
スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソースに接続される。
【００２１】
ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲートはダイオード１０のアノードに接続され、Ｐチ
ャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のドレインは定電流ダイオード１３のアノードに接続され、
定電流ダイオード１３のカソードからＬＥＤ４のアノードに接続されており、ＬＥＤ４の
カソードから直列接続された二次電池５の負極に接続されている。
【００２２】
ＡＣ／ＤＣアダプターから電圧が供給されているときは、ダイオード１０と定電流ダイオ
ード１１から定電流で、二次電池５に常時充電されている。
【００２３】
ＡＣ／ＤＣアダプターの出力電圧の正極側には、電子スイッチとして用いているＰチャン
ネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲートが接続されているため、充電時にはＰチャンネルＭＯＳ
－ＦＥＴ１２のゲート電位は、ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソース電位以上になり
、電子スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２はオフしてＬＥＤ４には
電流は流れない。
【００２４】
停電時にＡＣ／ＤＣアダプターから電流の供給が停止すると、抵抗器９がＡＣ／ＤＣアダ
プターの出力電圧を０Ｖになるように放電するため、ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２の
ゲート電位は０Ｖになり、直列接続された二次電池５の正極に接続されているＰチャンネ
ルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のソース電位とは電位差を持つことにより、ＰチャンネルＭＯＳ－
ＦＥＴ１２はオンするので、二次電池５から電流がＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２を通
して、定電流ダイオード１３を流れ、定電流でＬＥＤ４を発光させる。
【００２５】
ダイオード１０は、停電時に二次電池５から電流が定電流ダイオード１１を通して抵抗器
９に接続されているＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２のゲート電位が０Ｖから正の電位に
上昇してＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ１２がオフする事を防ぐ。
【符号の説明】
【００２６】
１　本体ハウジング
２　シーリング
３　裏蓋
４　ＬＥＤ
５　二次電池
６　プリント基板
７　シリコンゴムチューブ
８　入力コネクタ
９　抵抗器
１０　ダイオード
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１１　定電流ダイオード
１２　ＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴ
１３　定電流ダイオード
Ｔ１　トランス
Ｐ　　一次巻線
Ｓ　　二次巻線
ＢＤ　整流器
Ｃ１　コンデンサ
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
全方向に発光を視認できる透明なハウジングを有し、直流電圧を入力するコネクタを配置
した常備灯。
【請求項２】
前記、透明なハウジング中央部に配置した二次電池と充電回路と発光回路を有する常備灯
。
【請求項３】
前記ハウジング中央部に配置した複数個の照明用ＬＥＤを有する常備灯。
【請求項４】
前記照明用ＬＥＤを停電時に点灯させるために、電子スイッチとして使用するＰチャンネ
ルＭＯＳ－ＦＥＴを有する常備灯。
【請求項５】
前記、電子スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴを停電時にオンさせるた
めのゲート電極と負極間に接続された抵抗器を有する常備灯。
【請求項６】
前記、電子スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴが停電時にオフを防ぐた
めに、電子スイッチとして使用するＰチャンネルＭＯＳ－ＦＥＴのソース電極からゲート
電極に接続されている抵抗器に、電流が流れないように接続されたダイオードを有する常
備灯。
【請求項７】
前記、充電回路と発光回路のプリント基板の稜に、衝撃保護のために用いたシリコンゴム
チューブを有する常備灯。
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